
授業研究会 
 
○授業者自評 
熊本県立熊本農業高等学校（隈部） 
 まず指導案についてですが、本時の展開

の中の「３ 実生活に生かした体力を高め

る運動を選ぶ」という項目を最後にもって

いきました。また、「４ 体ほぐし運動のね

らいに応じた実践を行う」という項目のな

かで「指示役、実践役に分かれ、様々な活

動の実践を行う」と計画していましたが、

今回の授業内容が難しかったため、本日は

教師主導で行いました。そして、次回の授

業で２つのグループで交互に見せ合い、生

徒同士で学んだことを教え合うという流れ

に変更しました。生徒の様子については大

変緊張した面持ちでした。日ごろの授業で

はポジティブな声かけが出るのですが、緊

張感から疲労度も高く、良い授業になった

と思います。今回の授業を計画するにあた

り、本校においても体つくり運動について

どれくらい認識しているのか聞き取り調査

をしたのですが、認知度が低いのが現状で

した。体つくり運動という名称を知らない、

リズムにのる運動は行ったことはあるとい

う声が上がりました。体つくり運動への認

識が低いなかで、実生活で実践し継続する

資質や能力をどのようにして育むかという

ところに重点を置き、それが最も難しい課

題でした。今回、ホワイトボードを使って

落とし込みの段階から授業を進めていきま

した。生徒同士で教えあったり考えたり、

生徒自身で計画したりすることについては

今後の授業で深めていきたいと思います。

また、今回記録用紙を活用して授業を行っ

てきました。今までは授業の冒頭や途中で 

 
 
 
書く時間を設定していたのですが、活動す

ることと書く作業の両立がスムーズにいか

ないという課題が出てきたので、本日の授

業は計画を変更し、書く作業は最後にする

ようにしました。これらを評価に取り入れ、

今後の互いに教え合うところについては非

常に楽しみにしている部分でもあり、授業

展開を見ながら生徒の評価をしていきたい

と思います。最後に、今大会の公開授業に

あたり、寺本指導主事をはじめ、多くの先

生方からご指導いただきました。また、本

校の体育科でも授業に対する研究の機会に

なり、大変有意義な時間になりました。授

業の工夫等でまだまだ至らない点があった

と思いますので、貴重なご指導やアドバイ

ス、ご意見等いただけたらと思います。本

日はありがとうございました。 
 
熊本市立出水中学校（岩﨑） 
本日はありがとうございました。今日の

授業をふり返り、まず生徒たちは、日ごろ

使っている中学校の体育館と違い、高校の

体育館の施設の素晴らしさに圧倒されてい

ましたが、良い環境の中で授業を進めるこ

とができました。私自身も広い体育館に初

めは戸惑いましたが、広い体育館だからこ

そできる授業計画を立てスペースを意識し

てできたと思います。体ほぐし運動では誰

にでもできる運動であること、また、生徒

にとにかく楽しさを実感させることをねら

いとして鬼ごっこを行いました。前回の授

業では少し狭いスペースで片足ケンケン鬼

ごっこをしました。通常の鬼ごっことは異



なるねらいがあり、そのねらいに迫った言

葉がけをし、生徒の反応に耳を傾けながら

行いました。続いて、展開については「日

常化」ということを常にポイントとして考

えながら進めました。１年次にはボールや

チューブを用いたり、あるいは自分の体重

を利用したりした３パターンの運動例を、

映像を用いながら提示しました。今回はさ

らに日常化していすを使った運動を行いま

した。いすはいつでもどこにでもあり、軽

い運動で刺激を与えることができ、様々に

活用できると思います。また、日常生活の

なかで実際に行ってみるようにと声かけを

して、とにかく日常化を目指して体力を高

める運動を行ってきました。２年次では運

動例を提示するだけではなく、生徒自身が

自分の体力の状態を把握し、その体力に応

じた運動計画を立てられるようになって３

年生につなげたいと考えました。ゼロから

のスタートではなく、私から１７の運動例

を示して、その運動例を活用しながら自分

の体力に応じた運動計画を立てるようにし

ました。また今回、仲間とのシェアをさせ

ました。自分の運動計画を仲間にもしても

らうことで比較し、自分の計画を見直すき

っかけになるとともに、アドバイスをもら

うことで気付きが増え、さらに深まった運

動計画になると考えました。はたしてきち

んとポイントを意識した運動計画になって

いたのか、もしくはアドバイスの内容や仕

方はどうだったのかという点においては課

題が多く、３年次でそのような点まで指導

をしていきたいと思います。私自身慣れな

い環境での授業で緊張しましたが、子ども

たちはたくさん汗をかき精一杯活動してく

れたことに感謝し、この 1 時間の授業を無

事終えることができました。私自身が気付

いていなかったところや課題点が多くある

と思いますので、この場で教えていただき、

今後の授業につなげていきたいと思います。

ありがとうございました。 
 
○質疑応答 
Ｑ．本日はありがとうございました。生徒

たちが緊張感ある中でも、笑顔いっぱいで

活動しており、運動量も十分確保された充

実した授業であったと思います。他の領域

はスポーツが素材になっており、そのスポ

ーツのルールを簡易化したり、生徒の実態

に応じて変形させたりしながらねらいにせ

まっていくことができます。しかし、体つ

くり運動は素材がオープンである中で、ど

のようなねらいをもってその運動を選んだ

のか、また、今回実践された運動をそれぞ

れの学校で持ちかえり実践する上でポイン

トや注意点などがあれば教えていただきた

いです。 
 
【隈部】 
 体つくり運動のねらいについては、「心と

体の気づき、体の調子をととのえる、仲間

との交流」の３つをポイントにしました。

体ほぐしの運動では、のびのび行うことや

ペアでのストレッチ、脱力した運動、仲間

と動きを合わせるなどの項目をホワイトボ

ードに書いて１～３時間目に様々な活動を

行いました。活動を行う中で、どのような

動きでどのようなねらいであるかをホワイ

トボードで示し、生徒にも考えさせました。

例えば、「サッカー」であれば「ゴールを狙

う」といった明確なポイントがあるのです

が、体つくり運動については難しいところ



がありました。そのため、学習指導要領を

フルに活用して行った次第です。今日実践

した内容やポイントについては、後方にあ

るプリントを活用して頂ければと思います。 
 
【岩﨑】 
 私は、この体つくり運動において楽しさ

を実感できるよう工夫をしました。また、

楽しさだけではなく、できた喜びも実感し

てもらうことを大きなポイントとしました。

難しい運動を行うと、うまくできずに運動

が楽しくないという感情につながってしま

うと考えたので、誰にでもできるというこ

とと用具がなくてもすぐにできるというこ

とを意識しました。それと同時に、腕立て

伏せのようなワンパターンの運動ではなく、

楽しさ、興味・関心がわくような運動例を

たくさん紹介したいと思いました。単に生

徒に運動をさせるのではなく、モデル映像

を作って見せたり、視覚的に資料を提示し

たりしてすぐにわかるような運動例の提示

の仕方を意識して行いました。 
 
 
Ｑ．私自身の勉強不足と、まだまだ努力し

なければならないことを再確認できました。

ありがとうございました。生徒自身が考え

た運動プログラムをペアの相手に実践させ

て、アドバイスをし合う中で、肩甲骨の運

動を５回に設定した生徒がいました。その

生徒に対してペアの生徒が５回では少ない

のではないかという意見を出していました。

その中で、この運動はゆっくり行うから効

果的だという意見と、１５回くらい行った

ほうが柔軟性は高まるのではないかという

意見など深い話し合いをしていました。今

後、アドバイスの仕方をどのように指導し

ていくのですか。また、今後の授業の流れ

として、オリジナルの運動を考えさせる内

容まで発展させるのか疑問に思いました。 
 
【岩﨑】 
一点目のアドバイスの仕方とありました

が、肩甲骨の運動に関して私自身リズムに

合わせて回数を重ねて行うことが理想では

ないかと考えていました。しかし、生徒か

ら「リズムが速いですね」、「私の場合はゆ

っくり行ったほうが負荷がかかっていいで

す」というような言葉も返ってきました。

そのようなことからも、生徒それぞれがし

っかりねらいをもって運動ができたのであ

れば、それを尊重するべきなのではないか

と考えます。生徒自身が運動を行いながら

実感することが一番であると思いました。

アドバイスの仕方については、まだしっか

り言語活動ができていないので、今後取り

入れていかなければならない課題です。２

年次の段階では、気づきを相手に伝えるこ

とができたり、理由づけをして相手に伝え

たりすることができるようにしたいと思い

ます。二点目のオリジナルの運動という点

です。１年次には一つのねらいに絞った運

動計画を作成しました。例えば「柔軟性に

課題があるので体の柔らかさを高める運動

を○分間」というように計画を立てさせ、

２年次ではバランスの良い体力向上をねら

いとして、４つのねらいをいれた運動計画

を作成するようにしています。今まで行っ

た用具を使った運動、ペアでの運動、いす

を用いた運動などを活用して６分間の運動

計画を立てることを冬休みの課題にしてつ

なげていきたいと思っています。 



【司会者】 
岩﨑先生は初めにきちんとした知識を生

徒に指導されるので、その知識の裏付けが

あってのアドバイスであると感じています。

中学校・高校の目標の中に、「目的に適した

運動の計画を立てて」とあり、自分の必要

性やニーズに応えられるような運動を取り

入れることができるという点が生涯スポー

ツという面においても重要だと思います。 
 

【隈部】 
本時の授業を行ったクラスの生徒は７

１％という運動部活動加入率であり、体力

を高める運動については部活動で行ったこ

とがあるようなものも多かったのではと思

います。私が行った体ほぐし運動の内容は

ゴール型スポーツの動きにポイントを置い

たもので、山村が武道の動きにポイントを

置いたものであり、各部活動のトレーニン

グにも生かすことができるというメッセー

ジも含んでおりました。部活動生において

も筋力トレーニングは行っているものの、

具体的な知識やトレーニングは知らないと

いう状況であり、体つくり運動を行う前に

２時間体育理論の授業をしました。そのた

め、専門的な言葉が出ても生徒は十分に理

解した上で行うことができ、その点では知

識の裏付けとしてのアドバイスができたの

ではと思います。全体を通して授業で行っ

たことを部活動や日常生活へ深められるよ

うにというねらいがありました。 
 
【岩﨑】 
生涯スポーツにつなげるという意味で、

導入にラジオ体操第二を用いました。ラジ

オで流れ、テレビでも放映されるラジオ体

操こそ毎日できる身近な運動だと思い、導

入に入れました。本校の体育館が改修中で

あるため、教室で体つくり運動を行うこと

もありました。そのようなこともふまえて、

やはり狭いスペースでもできる運動や、用

具がなくてもできるもしくは身近な用具で

できる運動を実践していくことが生涯スポ

ーツにつなげていく重要なポイントになる

と思い、授業を計画しました。 
 
【司会者】 
全ての学校、先生方においてどのような

視点で授業を進めることが生涯スポーツに

つながるのかということが一番の課題であ

ると思います。知識やノウハウであるのか、

感覚的なものであるのか、意見やアドバイ

スなどもありましたらお願いします。 
 
 
Ｑ．男女別修にした意図はなんでしょうか。 
 
【隈部】 
最初は３時間共修にしていましたが、思

春期の時期を配慮したということが一点、

また、男女の体力的な差が大きく、それを

考慮して全員が伸び伸びと楽しく、そして

スムーズに行うためという理由です。 
 

【岩﨑】 
男女のペアでは運動計画の作成がスムー

ズに進まなかったためです。男女では運動

強度や回数も異なり、また、男女での楽し

さの提示の仕方も異なると思います。その

ため、意見交換がスムーズにいかず運動計

画の作成に時間がかかるのでペアは同性で

組むようにしました。 



【司会者】 
先生方が述べられたように、体育の実践

の中では男女別修のほうが行いやすいこと

も多いです。しかし、裏を返せば人種、年

齢、性別など関係なく楽しむことができる

のも体育やスポーツの良い点であると思い

ます。他の科目や領域と比較すると男女共

修か別修かという点においてはまだまだ模

索している途中であり、この先も課題であ

ると思います。今後、男女での体育の授業

実践がスムーズになるためにも、なにか意

見がありましたらお願いします。このよう

な貴重な機会であるので情報交換の場にし

たいと思います。 
 
 
Ｑ．授業数を減らさなければならないとき

に、優先的に削除されるのが、体つくり運

動であることが多いです。体力を高める運

動として前半は長距離走、後半は行事に向

けて持久走という形で授業を行っています。

時数と行事の関係で工夫されていることが

ありましたら教えてください。 
 

【隈部】 
本校でも同じ状況であり、行事で削られ

ています。また、本校も体育大会は５月に

開催しています。体つくり運動を取り入れ

るベストな時期は１学期であると思うので

すが、１学期には多くの行事が入っている

現状です。この大会が開催されるため、体

つくり運動を２学期にもってきました。良

かった点としては体育理論を学んだ後に体

つくり運動を行えたことです。知識が深ま

ることで活動がさらに活発になりスムーズ

に進みました。時間設定を工夫するとスム

ーズに行えることが実感できたのですが、

各学校でも年間計画の流れはある程度出来

ていると思うので、各学校での体育職員間

の検討課題であると思います。 
 
【岩﨑】 
ここ数年間、体つくり運動を深く学んで

きたのですが、体つくり運動が嫌いという

生徒が少ないということが見えてきました。

生徒がとても喜んで取り組むのが体つくり

運動です。昨年度、長期休業の宿題で運動

計画を立てさせ、連休明けや学期スタート

の時期に計画したものを実践させ、生徒の

体がなまっているときに活用しました。そ

のようにしてまとめて７時間取るのではな

く、分割しながらとったこともありました。 
 
 
Ｑ．隈部先生に質問です。体育理論を年間

指導計画に組み込む場合、どのように組み

込み、どのような流れで授業をされていま

すか。 
 
【隈部】 
体育理論の年間計画としては各学期に２

時間ずつ行っています。 
 
 
○保健授業者の自評 
熊本市立花陵中学校（竹元） 
本日はありがとうございました。今回の

授業をするにあたり、一番悩んだ点は、ア

ンケートにもあるように、医療機関は病気

や怪我で利用したことがあるが、保健機関

については利用したことがなく、まだ理解

していない生徒が多いことでした。この開



きをどのように埋めるかを最も考え悩みま

した。今回の授業の目標に迫ることができ

ていたのか、また、別の迫り方や、指導助

言等頂けたらと思いますのでよろしくお願

いします。最後に、この授業を行うにあた

り、多くの先生方に支えていただいたこと、

また生徒にも助けられたことにも感謝しな

がら自評に代えさせていただきます。あり

がとうございました。 
 
熊本市立花陵中学校（前田〈養護教諭〉） 

本日はありがとうございました。私は年

に２・３回、１年生の単元の性教育や睡眠

と休養、けがの予防等の授業を担当してい

ます。しかし、今回の授業内容は指導の経

験がない上、私自身も実際に保健機関を活

用する機会が少なく、相当勉強が必要だと

思いがありました。自分自身たくさん勉強

した分、その知識をどれくらい生徒に返し

ていくか悩みました。自分の話す時間は５

分程度でしたが７分程度にオーバーしてし

まったのが反省点です。生涯にわたり健や

かな心と体を育むということが大事だと思

います。そして、今日学習したことを実際

に活用できるかという点がねらいであるの

で、その力が生徒たちについたかどうかも

含めて先生方から感想を頂けたらと思いま

す。 
 
 
Ｑ．開きを埋める手だてがたくさんあると

おっしゃっていましたが、インターネット

等情報入手手段が多くある中で、市政だよ

りを用いた意図を教えてください。また、

マトリックスシートを使われていましたが、

生徒が実際に利用する際に良かった点や注

意点等がありましたら教えてください。 
 
【竹元】 
市政だよりが各教室にあるのですが、生

徒はほとんど読んでいないのが現状です。

しかし一番生徒の身近なところにあり、学

ぶ内容と関係があるのが市政だよりであっ

たので用いました。インターネットでもよ

かったのですが、市政だよりは各家庭にも

配布されていますので将来どの生徒も目に

する機会があると思います。マトリックス

シートは、１方向ではなく２方向で４つの

ゾーンを作り、話し合いをより広げたり深

めたりできる方法だと考え、活用しました。

また、付箋を貼ることによって視覚的にも

気づきが生まれると考えました。個人だけ

ではなくて集団や地域などにも幅広く使え

るということに気付かせたいというねらい

でこのシートを使わせていただきました。 
 
【司会者】 
 実際の授業の中で、生徒たちの考えや意

見が深まったり、変化したりするようすが

見ることができ非常によかったと思いまし

た。縦軸横軸のテーマは何にするのかとい

う点なども先生方から聞けたらと思います。 
 
 
Ｑ．生徒が活発に意見交換をし、積極的に

取り組んでいると感じました。保健の授業

をするなかで、生徒の反応が消極的なとき

などがあるのですが、日ごろから行ってい

る指導や手だて等がおありでしたら教えて

ください。 
 
 



【竹元】 
本日授業を行ったクラスは担任ではない

クラスでした。あまり手が挙がらない場面

もありました。机間巡視をしながらそのと

き褒めることと、良い意見を書いている生

徒を把握しておいて手が挙がらなかったと

きに当てることもあります。クラスのカラ

ーなども関係しますが、今日は手を上げて

いない生徒にも当てました。 
 
【司会者】 
 机間指導で褒められた生徒はおそらく自

信を持つことができます。きめ細やかな声

かけであったり、生徒が自信が持てるよう

な手立てを自然とされていると思います。 
 
 
Ｑ．最初のアイスブレーキングも大変参考

になりました。目標のところで機関を有効

に利用するとありましたが、難しいところ

だと思います。実際どのようなところで機

関を利用するのか、どのような判断をされ

るのかという点をお聞きしたいと思います。

また、付箋の色を分けるとよかったのでは

と思ったのですが、意見を聞かせてくださ

い。最後に、次回医薬品の実験をされると

いうことだったので、どのようなことをさ

れるのか教えてください。 
 
【竹元】 
付箋の色を変えることについて、以前色

を変えたことがあったのですが、色を気に

して意見が出づらくなったり、何色にする

かといった授業内容とずれた話が増え、時

間がかかったりしました。今回はとにかく

たくさん出させたかったので、色を変えま

せんでした。今回は少し意図があって付箋

を２色用意していましたが、こちらから

色々求めてしまうと活動が停滞してしまう

のであまり言及をせず、進めました。 
 
【前田】 
薬剤師の先生に正しい薬の飲みかたなど

いついて３年に一度、薬物乱用防止もふま

えた講義を行ってもらいます。 
 
【司会者】 
 体つくり運動と保健の両方でかまいませ

んので、その他質問したいことや共有した

い情報などがあればお願いします。 
 
 
Ｑ．保健は必ず体育と関連づけるように求

められますが、今回の授業でも入っている

「健康の保持増進」という点を保健の授業

でどのように扱われていくのか考えをお聞

かせください。 
 
【竹元】 
運動との観点で関連づけるのは難しいの

で、病気や生活習慣病を予防するといった

観点や総合的な視点で日頃の授業から話を

しています。生涯、健康に暮らしていける

ようにという点において授業の最後をまと

めるようにしています。 
 
 
Ｑ．保健に関して、本日のグループ分けに

意図はありましたか。また、どういった評

価をされますか。体育に関して、各学校や

クラスによって、状況や生徒の意欲も異な

ってくると思います。どのようなクラスで



体つくり運動の授業を行っても、生徒が意

欲をもって取り組み、活発な授業になると

お考えですか。 
 
【竹元】 
 保健のグループ分けについて、今日の授

業では特に意図はありませんでした。普段

の教室の並びと同じように座らせています。

二点目の評価について、まずひとつ目が観

察、もうひとつは学習シートを見て評価を

しようと考えています。 
 
【隈部】 
「意欲をもって」という点ですが、まず、

私が他の高校に行って同じような授業がで

きるかというと、できないと思います。そ

れは学校によって生徒の状況やニーズが異

なるからです。授業を作る上で大事な点は、

合意形成やルールだと思います。そのため、

各単元に入る際、必ずオリエンテーション

を１時間かけて行います。授業に対する姿

勢や態度に関する約束事を確認することが

大事になると考えています。 
 
【岩﨑】 
私自身強引な性格でもあるので、どこの

学校へ赴任しても自分のペースに持ってい

くことができるというのが正直なところで

す。生徒の質は学校によって様々だと思い

ますが、その学校の生徒に応じて教師側も

合わせていかないといけないと思います。

授業の中で、ルール・決まりを守ることや

みんなと協力することなど、担当学年にか

かわらず年間を通して話をしています。昨

年は男子だけでダンスの授業を行いました。

笑顔があふれ、様々なパフォーマンスも見

せながら楽しくできたというのが現状です 
 
【司会者】 
３割の生徒が体育への苦手意識があるな

かで、殆どの生徒が体つくり運動は楽しか

ったと返答しています。それだけ魅力のあ

る領域であることを私たち教師が認識しな

ければならないと思いました。また、中学

校で体つくり運動を行っていても、高校で

忘れてしまっている生徒が多く残念なとこ

ろですが、継続して行っていかなければと

思います。保健については、様々な情報が

錯綜する世の中で、子どもたち自身で的確

に判断できる力を身につけさせていかなけ

ればならないと感じました。 
 
○指導助言 
・久米野指導主事（中学校） 
昨日より各地から研究発表大会に足を運

んでいただきありがとうございました。中

学校・高校の部は両日とも同学校で開催す

ることができました。これも学校体育研究

会の先生方のご尽力と、会場を提供してい

ただいた熊本農業高等学校の先生方のお力

添えの賜であると心より感謝しております。

熊本市中体研では運動の楽しさをキーワー

ドに、自発的な学習に至るまで４つの視点

からテーマにせまる取り組みだったと思い

ます。できる・わかる喜びや運動の楽しさ

から自主的な取り組み、日常化につなげる

ため、共同双方向型学習、そしてＩＴＣの

活用、言語活動といった指導の工夫と、生

徒たちの意欲を育むことに取り組まれ、そ

の成果を本日の授業で見せていただいたと

思います。生涯にわたって学習する基盤を

培う上でも、主体的に取り組む態度の育成



が求められ、そのための手立てについて非

常に整理・精選された内容で、熊本市の先

生方のこれまでの積み重ねとチームワーク

のよさを感じました。保健の授業について、

本日はチームティーチングということで、

竹元先生と前田先生のＴＴの良さが光った

授業だったと思います。二人の先生の問答

があったり、一人が説明もう一人が板書を

されていたり、非常に合理的だったと思い

ます。ＴＴについては最近、外部ティーチ

ャーの活用なども積極的に取り入れること

が勧められているので、保健分野のみなら

ず、体育や理論などの分野へ活用する視点

を与えてもらったと思います。学習内容で

は、突然始まる導入で生徒をのせることが

できており大きなポイントであったと思い

ます。導入の工夫やＩＣＴの活用によって

生徒の学習内容の理解につながっており、

スムーズでテンポの良い授業でした。課題

の発見、知識の活用の場面がありましたが、

工夫された問いかけやワークシートで生徒

の思考を導き、言語活動を促すことがなさ

れていたと思います。指導と評価の一体化

が求められていますが、生徒の思考を深め

広げる手立てとしても大変重要だったと思

います。マトリックスシートを使う場面で

は、生徒は試行錯誤し、悩みながら作業を

しておりました。そのことが最終的な目標

に到達することにつながったと思います。

市内では毎年、保健の研究授業を実施され

るということですが、そのような機会はま

だまだ全体的には多くはありません。した

がって保健と体育を関連させて指導するこ

とが求められている中で、大変貴重な提案

をいただいたと思います。体育に関して、

体育館が改修工事中ということで空き教室

を使ったり、小学校の体育館を借りたりと

大変ご苦労があったのではと思います。日

常生活で生かすことを目指しているなかで、

身近ないすを用いることで取り組みやすい

ものになり、とても参考になるものでした。

また、きめ細かい声かけや安全面について

も何度も指示をしておられました。授業の

計画と流れという点でもこと細かく考えて

あり、岩﨑先生の意図がしっかりと組み込

まれ、すばらしかったと思います。体ほぐ

し運動に鬼ごっこを使われましたが、生徒

たちが楽しく交流するというねらいを達成

していたと思います。体つくり運動の時数

の課題が出ましたが、現在、指導要領には

時数も明記されるようになりました。子ど

もの体力の低下傾向が続いていることと、

運動習慣の二極化という課題の改善に向け

て時数が明記されたと考えます。体ほぐし

の運動については、運動経験が関係しない、

簡単に楽しく取り組めるという特徴を生か

して１単元として取り扱うだけではなく、

他の領域とも関連させて指導することで、

運動習慣の少ない生徒に運動の楽しさや運

動の効果を実感させる機会を数多く与えて

いただくという趣旨もあると考えます。ま

た、体育でも保健でも ICT の活用が非常に

学習の効果を高めていたと思います。ねら

いや場面を明確にし、計画的に活用してい

くことがポイントであり、他の先生方もひ

とつのアイテムとして活用していってほし

いです。また、原則として男女共修です。

領域の特性や生徒の実態、教師の数に応じ

て配慮が必要な場合もあると思います。し

かし、男女共修で行うことができる工夫が

必要だと思います。今、先生方が実践され

ていることは、確実に成果につながってい



ます。時期指導要領は改訂されますが、現

行の指導要領を大筋引き継ぐかたちである

と予想されます。今後とも現行の指導要領

の趣旨をふまえて、引き続き授業内容の工

夫、実践、必要に応じた改善などＰＤＣＡ

サイクルを意識して取り組んでもらえれば

と思います。改めて教師という仕事のすば

らしさも感じることができました。 
 
・寺本指導主事（高等学校） 
緊張感の中、素晴らしい発表でした。 

昨日の研究発表から振り返り、北稜高校の 
渡邉先生に体つくり運動の授業の充実を目

指してということで発表いただきました。

きめ細やかで実態に応じた取り組みでした。

また、生徒のニーズと体つくり運動の充実

がマッチしていた研究授業でした。得意分

野ではなく不安がある体つくり運動の研究

に取り組まれた渡邉先生の教師としての使

命感を感じました。中学３年生と高校１年

生の接続についてもしっかり考えておられ

ました。アンケート調査の結果で認識が薄

いと出ていましたが、高校１年生において

体つくり運動の意義をきちんと理解してい

るのかということ、また、行い方と効果を

把握した上での授業展開が必要だと思いま

す。「体ほぐしは、教師の頭ほぐし」と言わ

れるように、それぞれの教師が専門性を生

かして授業の充実を図るという、非常にや

りがいのあるところ、教師の腕の見せどこ

ろである分野だと感じております。公開授

業について、まず、集合した生徒の姿や様

子からも規律がありました。生徒指導も含

めて日頃の指導の徹底と、それを生徒が理

解し、意欲をもって取り組んでいると思い

ます。スーパーサーキットをされていまし

たが、個の能力に応じてそれぞれの活動内

容が異なり、生徒自身が自分の課題や必要

性を理解して取り組めていると感じました。 
体ほぐし運動でエリア鬼ごっこを行い、ス

テップアップする中でクリアしていく喜び

や飽きないよう工夫をされていてすばらし

かったと思います。山村先生において、師

範の動きがすばやく、生徒を引きつける素

晴らしい動きでした。運動量の確保はもち

ろん、５０分が短く感じる充実した授業だ

ったと思います。「自己の体力や実生活に応

じて日常的に継続して運動を行う計画を立

てることができる」ということがこの体つ

くり運動の目標であり、小学校・中学校・

高校と各学年を通して様々な種目を取り組

んでほしいと思います。また、高等学校の

部でも映像や音楽など ICT を活用し、五感

をフルに使う活動になるようお願いします。

指導と評価の一体化、評価の難しさといっ

た課題がありますが、バランスの良い評価

を意識しなければなりません。授業を行う

だけでは評価はできず、単元計画を行う中

で評価の計画も組み込んでいくようにする

ことです。どのタイミングで、生徒のどの

ようなところを見て何を評価するのか、そ

してそれを今後どのように活用していくの

か、ということが非常に大事になると思い

ます。「おおむねできる」というところで評

価基準を作成されると思いますが、当然評

価が低い生徒もでてきます。そのような、

目標に届いていない生徒に対して必ず何か

しらの手だてをすることと、自らの授業に

改善の余地があることを自覚し、全ての生

徒が「おおむねできる」段階まで引き上げ

る指導をめざしてほしいところです。生徒

を育てるための評価として、工夫、改善を



継続してほしいと思います。文科省では態

度の育成という点を強くいわれます。公正

な態度、協力する態度、責任を果たす態度、

参画する態度を育成しながら、スポーツに

対する愛好的な態度を育ててほしいと思い

ます。高校卒業後は、自分自身で運動する

機会を見つけ、時間を作り、継続して行い、

学校とは異なる場でスポーツライフを作っ

ていかなければなりません。そのような資

質や能力の育成と、ルールなどを工夫し場

の中心となってスポーツをするような人材

の育成までつなげていただきたいところで

す。そのため、学校教育のなかでスポーツ

に対する愛好的な態度を育ておくことが、

生涯スポーツにつながると考えます。ヘル

スプロモーションの中で、健康とは生きる

目的ではなく、資源であるといわれます。

子どもたちがこれから何事にも挑戦してい

くためには、健康という資源が必要不可欠

であり、学校教育のなかでこの健康という

資源を守り、大きくしていかなければなり

ません。そのためには授業の充実が一番で

す。授業から日常、日常から子どもたちの

未来を支えていくというすばらしい職業で

あることを再確認し、各学校での授業充実

につなげていってほしいと思います。学校

体育研究会の山下会長をはじめ多くの先生

方、また熊本農業高等学校をはじめとする

体育の先生方、大変お世話になりました。

ありがとうございました。 


